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取得学位

中古文学会、和歌文学会、和漢比較文学会

天皇と文芸に関する研究、菅原道真研究、平安前期詩人歌人伝記研究

大阪大学大学院博士後期課程修了

博士（文学/大阪大学）

平安文学

最終学歴

　【研究上の特記事項】
中古文学会関西部会運営委員、和歌文学会委員・広報委員・例会委員、和漢比較文学会常任
理事・編集委員・論集編集委員会副委員長・例会委員長（西部）、源氏物語を原文で読む会講師
（市民自主講座）ｓ

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

大学院博士後期課程
担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科目

・平安文学論
・
・
・

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・古典論演習I
・
・
・

授業科目

学部担当科目

・中古物語論（前期）
・国文学特殊講義（後期）
・比較交流論（前期）
・言語・文学（一）（通年）
・講読（二）（通年）
・演習Ⅰ、Ⅱ（通年）

　【学内活動】
（学内職歴を含む）



共著

単著

単著

単著

単著

塙書房

和漢比較文学会国内
特別例会・シンポジウ
ム「嵯峨朝の文学を考
える」

第1回日本漢文学総合
討論

2015年3月

2014年5月

勉誠出版2014年9月

2014年10月

和漢比較文学542015年2月 表題の研究書の書評。P71-83

嵯峨朝のスローガンとして考えられてい
た、魏文帝の「文章経国」は、時代思潮
としてではなく、勅撰集編纂の正当性を
主張するために獲得されたものであるこ
とを論じた。

国家に奉仕する文学（漢文学）、政治
的功利的文学に着目して文学史を捉
えなおすことを提言した。

①書評　尤海燕著『古今和歌集
と礼楽思想』

③

（その他）

②

菅家綾草研究の仲で進展の遅れてい
る文章の注釈。環七に収められる不・
明・算・細分・機・書序・義を注釈した。
386頁

③

（学会発表）

①

②

②菅原道真論

③

②大学寮紀伝道と漢詩人たち

①勅撰集の編纂をめぐって

③

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①菅家文草注釈文章篇第一冊
（巻七上）

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

菅原道真に関わる拙稿を集成した。詩
臣道真論、周辺詩人、父祖の伝記考証
を通して、道真の、紀伝道出身者として
の位置を論じた。756頁


